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	第８節　災害時要援護者計画
	　総務課　福祉課　経済課


　近年の高齢化等社会構造の変化、核家族化などによる家庭や地域の養育・介護機能の低下に伴い、災害発生時には、災害時要援護者が被害を受ける事例が多く見受けられる。このため、村及び社会福祉協議会、医療機関、社会福祉施設、災害時要援護者関連施設等の関係機関は、地域住民等の協力を得ながら、災害から災害時要援護者を守るための防災対策の一層の充実を図る。

　また、村内の地理に不案内な観光客等に対しても、緊急時の避難方法及び避難場所等を周知する必要がある。

１　在宅者対策①（福）

　(１)　災害時要援護者の状況把握

　　　村は、災害時要援護者についてあらかじめ社協、民生・児童委員、区等の協力を得て行政区等の範囲ごとに、その実態を把握し、災害時に支援を必要とする災害時要援護者のリストを作成して災害時の救助活動等に活用する。その際は、プライバシーの保護に十分配慮する。

　(２)　災害時要援護者名簿の整備

　　　村は、災害の発生に備え、災害時要援護者名簿を整備し、災害発生時に効果的に利用することで、災害時要援護者に対する援護が適切に行われるように努める。

　(３)　災害時要援護者の態様に配慮した避難支援計画の策定

　　　村は、災害時要援護者を安全かつ適切に避難誘導するため、浸水被害、土砂災害等に対応し、かつ災害時要援護者の個々の態様に配慮した避難支援計画を策定するとともに、住民に対し避難場所、避難経路等の周知徹底を図る。

　　　なお、避難支援計画の策定に当たっては、地域の支え合いによる支援が発揮できるよう、民生・児童委員、社会福祉協議会、自主防災会、ボランティア団体等と共同で策定するよう努める。

　(４)　避難支援計画等の活用

　　　避難支援計画については、村防災・福祉担当及び自主防災会や災害時要援護者の支援者が常に利用できる状態となるよう努める。

　(５)　支援協力体制の整備

　　　村は、保健福祉事務所、社会福祉施設、医療機関、社会福祉協議会、民生・児童委員、地域住民、ボランティア団体等との連携のもとに、災害時の安否確認、避難誘導、情報提供、救護・救済対策、緊急受入れ等地域ぐるみの支援協力体制の確立に努める。

２　在宅者対策②（総）
　(１)　避難施設の整備

　　　村は、災害発生時において避難施設となる公共施設について、安全性の向上、段差の解消、スロープや身体障害者用トイレの設置、避難経路標識等の簡明化・多言語化等災害時要援護者に配慮した施設整備の推進、必要な物資等の備蓄に努める。

　(２)　防災教育・防災訓練の実施

　　　村は、災害時要援護者が自らの対応能力を高めるため、災害時要援護者の個々の態様にあわせた防災教育や防災訓練の充実強化を図る。

　(３)　応援体制及び受援体制の整備

　　　村は、他の市町村において災害が発生し、応援要請がある場合に備え、派遣可能な職員（保健師、介護職員、通訳者、手話通訳者等）、車両（小型リフト付車両等）、資機材（車いす、ストレッチャー等）等、速やかに応援出動等の対応ができる体制を整備するとともに、必要な物資、資機材等の確保に努める。また、災害発生時に応援要請を行う場合に備え、あらかじめ連絡調整責任者を定め、円滑かつ効果的に応援を受けられる体制の整備に努めるとともに、区、自治会等の自治組織との間で避難支援計画等に関する協定及び県内や近隣県における同種の施設若しくはホテル等の民間施設等と施設利用者の受入に関する協定を締結するよう働きかける。

　　　また、災害発生時に応援要請を行う場合に備え、連絡調整責任者を定め、円滑かつ効果的に応援を受けられる体制の整備に努める。

　(４)　緊急通報装置等の整備

　　　村は、災害時要援護者の安全を確保するため、災害時要援護者の対応能力を考慮した緊急通報装置や自動消火器、警報装置等の整備を推進する。

３　社会福祉施設の管理者等との連携（総）

　　村は、社会福祉施設の管理者等と平常時から連携し、次の事項について協力を求める。

　(１)　防災点検及び防災資材の配備

　　　管理者は、施設の耐久性・耐火性を定期的に点検し、建築年数や老朽度具合い等に応じて必要な修繕等を行う。また、防災資材や日常生活及び福祉サービスに必要な物資の備蓄を図る。

　(２)　組織体制の整備

　　　村は、社会福祉施設等の管理者に対し、災害の予防や災害時において迅速かつ的確な対応を行うため、あらかじめ自主防災会を整備し、緊急連絡体制、非常招集体制等の確立に努めるとともに、地域住民やボランティア団体、近隣施設等との連携を図りながら、施設利用者の態様に応じた支援協力体制の確立に努めるよう指導する。

　(３)　防災教育及び避難誘導方法の確立

　　　管理者は、入所者及び職員等に対し、避難経路及び避難場所を周知し、基本的な防災行動がとれるよう防災教育を行い、必要に応じて防災訓練を実施する。また、施設の構造や利用者の身体的特徴を考慮し避難誘導方法を確立しておく。

　(４)　応援体制及び受援体制の整備

　　　村は、社会福祉施設等の管理者に対し、他の社会福祉施設等において災害が発生し、応援要請がある場合に備え、派遣可能な職員（介護職員、生活指導員等）、車両（移動入浴車、小型リフト付車両等）、資機材（車いす、ストレッチャー等）等、速やかに応援出動等の対応ができる体制を整備するとともに、必要な物資、資機材等の確保に努めるよう指導する。

　　　また、災害発生時に応援要請を行う場合に備え、あらかじめ連絡調整責任者を定め、円滑かつ効果的に応援を受けられる体制の整備に努めるとともに、行政区との間で避難支援計画等に関する協定を締結するよう働きかける。

　　　さらに、村は、耐震、耐火、鉄筋構造等を備え、バリアフリー化された社会福祉施設等について、一般の避難所では生活が困難な障害者や高齢者等が避難する福祉避難所としてあらかじめ指定する。
４　病院入院患者等対策（福）

　　入院患者を有する医療機関が被災した場合、既入院患者に対する優先的な安全確保が必要である。このため、医療機関における防災体制の強化を図るとともに、重症者の状況の把握、患者の移送先、移送手段等について事前に関係機関と十分に検討することが必要である。

　(１)　村は、医療機関に対し、厚生労働省のガイドラインに沿って、各医療機関の実情に応じた防災マニュアルを作成し、災害時における入院患者等の安全の確保が円滑に行われるよう指導する。

　(２)　村は、医療施設の損壊等により、入院患者等の移送、医師、看護師等の確保、医薬品、医療用資機材等の補給等応援要請がある場合に備え、関係機関に対し、広域的な相互応援及び受援体制の整備についてあらかじめ調整するよう指導する。

５　観光客、外国籍住民、外国人旅行者対策（総・経・福）

　(１)　観光客（外国人旅行者）の安全対策の推進

　　ア　村は、関係団体、関係機関と相互に連絡協調して、緊急時における連絡体制を確立するとともに、観光客の安全対策を推進する。

　　イ　村は、観光関連事業者と連携して、「災害時における対応（心得）」を作成するよう努める。

　(２)　外国籍住民の状況把握及び支援体制の整備

　　　村内における外国籍住民の居住状況等の把握に努めるとともに、地域全体による情報収集・連絡体制や避難誘導体制等外国籍住民等に対する支援体制の整備を図る。

　(３)　広域避難場所及び避難経路の周知

　　　村は、観光客や村内に居住する外国籍住民に対する避難場所や避難経路の周知を図るため、標識等を簡明かつ効果的なものとするとともに、多言語化を推進する。

　(４)　外国籍住民等被災者への情報提供体制の整備

　　　村は、関係機関、関係団体と連携し、外国語によるインフォメーションなど外国籍住民、外国人旅行者に配慮した情報提供体制や緊急時における連絡体制の整備を図る。

　(５)　防災教育・防災訓練の実施

　　　村は、外国語版の啓発資料の作成の推進、配布、防災教育、防災訓練等への観光客及び外国籍住民等の参加推進などを通じて、外国籍住民に対する防災知識の普及を図るとともに、観光客の被災拡大を防ぐための努力を講ずる。

　(６)　応援体制及び受援体制の整備

　　　他の地方公共団体において災害が発生し、応援要請がある場合に備え、通訳者の派遣等、速やかに応援出動等の対応ができる体制を整備する。

　　　また、災害発生時に応援要請を行う場合に備え、あらかじめ連絡調整責任者を定め、円滑かつ効果的に応援を受けられる体制の整備に努める。

６　土砂災害警戒区域、土砂災害危険箇所等及び浸水想定区域内の災害時要援護者関連施設対策（総・建）

　(１)　村は、土砂災害警戒区域、土砂災害危険箇所等及び浸水想定区域内の災害時要援護者関連施設に対して、警戒避難体制の確立など防災体制の整備について指導する。

　(２)　村は、警戒区域ごとに警戒体制に関する事項及び情報の伝達方法を定めるとともに、災害時要援護者関連施設、自主防災会等と連携をとって、災害の発生を想定した連絡・通報、避難誘導等に係る訓練を実施する。

　〔災害時要援護者関連施設の管理者〕

　　土砂災害警戒区域、土砂災害危険箇所等及び浸水想定区域内の災害時要援護者関連施設（社会福祉施設等、医療機関に該当するもののほか、それ以外の類型のものも含む。）の管理者は、避難誘導に係る訓練の実施、避難マニュアルの作成等によって警戒避難体制の確立を図るものとする。
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